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地震波干渉法による坑井間反射波記録のイメージング

Cross-well reflection imaging by seismic interferometry
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複数の受振点の観測記録を相互相関処理すると、ある受振点を仮想震源とする波形記録を合成できる。これが地震波
干渉法である。この手法を坑井間反射法に応用すると、１．坑井内に震源を必要としない、２．エネルギーの大きな地
表震源の利用により坑井間距離を拡大できる、３．合成受振記録は地表の影響を受けない、などの利点がある。本研究
は、地震波干渉法によって坑井間波形記録を合成し、マイグレーションを主とした反射法処理により地下構造をイメー
ジングすることを目的とする。
マイグレーションは、坑井間波形記録を上方進行波と下方進行波に分離し、水平構造にほぼ鏡面反射する反射波の振

幅をマッピングすることで行う。これにより、偽像の少ないイメージング結果を得ることができる。
地震波干渉法によって坑井間波形記録を合成し、その反射波記録を用いてマイグレーションを行った。イメージング

された地下構造は、通常の坑井間波形記録によるマイグレーション結果と同様であった。


